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《概 　要》

　小学校 内の 様 々 な教育活動や周 辺 の 風 景、さら には校 区 にあ る有形 ・無形文化財、四季 の 季

節を感 じる行事 、自然や建築物 、産 業な ど広 範囲な内容 に つ い て 、子 ど も達が 自ら取材活動 を

行い 、画像 （主にデ ジタ ル カ メ ラ）に収 め 、
「三枝デ ジ タル 博物館」 とし て構築す る．

　こ の よ うな
一

連の 活動 に よ り、時の 流れ と共 に変化 して い く三 枝地 区 を、現時点 で と らえ学

校や 地域 を取 り巻 く景色や文化 と して 、また 子 ど も達が 「ふ るさ と 」 と して 心 に 強 く刻み込 む

機会 とす る。 さ らに は 、地域 の デ ジタ ル ア ーカ イブ と し て DVD に収録 し、広 く活 用 を図 る 中

で 、後 匱 へ の 貴重 な 三 枝地 区 の 映 像 遺産 と し て 残 す 。

《キーワ ー ド》　 郷土愛　デ ジ タ ル ア ー
カイ ブ 　子 ども の 手 で 　地域資料　地 域住民

1 ．は じめ に

　 日本全 国ど の 地 域に お い て も、人 が住 み 、

そ の
一
ヒ地 に あ っ た 生 活 が 営ま れて い る。場

所 に よ っ て は、人 が集 ま り、あ る とこ ろで

は活発 な人 の 動 きが ある 。 また 、 時 の 流れ

と共 に 山川 に は 変化 が生 じ、生活や環 境に

少 な か らず影 響 を及 ぼ して い る、

　現在 と十年 後 の 景観 が 、全 く同 じ とい う

こ とは なく、誰 もが そ こ に 大 な り小 な り違

い を発 見す るで あろ う。 そ の 変化 は 、 当然

なが らそ こ で 生活 を営む 人 々 に も変化 を も

た らす こ とは 明 らか で あ る。

　
一

方 、時の 経 過 が あ っ て もそ れ ほ どの 変

容 が 見 られ な い 地 域 に根 付 い た 文 化 が あ

る。それ ら の 多 くは、古 くか ら地域 の 人 々

の 手 に よ っ て 脈 々 と受 け継 が れ て きた 。 し

き た りが重ん じ られ て い る祭礼 を は じめ、

様 々 な伝 統的 な行事 は 今 もほ とん ど形 を変

えず残 っ て い る 。

　高 山市 三枝地 区 にお い て は 、 子 ども達が

通 う学校 の 教 育活動 を は じめ 、 周辺 の 風 景、

さらに は 現時点 で の 校 区内 の 様 々 な 自然の

状況 、 建築物な どの 人 工 物 、 さらに は 地域

で 受け継 が れて きて い る文化 的 な行 事が あ

る 。 そ れ らに つ い て デ ジ タ ル 化 を進 め、収

録 した デー
タ を整理 し、ア

ー
カ イ ブ化す る

こ とに よ り 、 学校は 言 うに 及 ば ず 、大 き く

地域 の 貴重 な文化財 産 と して後世 に残 そ う

と考 え るに い た っ た。

　 こ の 研 究 で 大切 に したい こ とは 、 次の 3
点 で あ る 。

  地 域を担 う子 ど もづ く りの た め に

　記録 され る対 象物 を児童 が 自らの 手で 視

　 覚的 な画像に 残す活動 を行 う中で 、自分

　達 の 住む空間に 「ふ る さと 亅を意識 づ け、

　将来 の 三 枝に つ い て
一

層 の 関心 を持 たせ

　 る き っ か けづ く り とす る 。

  地域 の 人 と ともに

　地 域住民 の 参加 に よ り 、 対象 が 多 面的か

　 っ 総合 的 で あ り、 内容 の 充実 した 普遍的

　なデジ タル ア ーカ イブ の 源 とな る よ うに

　する 。

  校区の 記録 の 蓄積

　現 存する 地 域の 有形 文化財 や無 形文化財

　を 可能な限 り多面 的に 記録 し 、 後世 に残

　 す 。
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2 ．研 究内容 と方法に つ い て

　 こ の 研 究を推進す るた め、次 の よ うな方法

を とる 。

（1）　 「三 枝デ ジ タ ル 博物 館」 の 全体 シ ス テ ム

　を構 築す る 。

（2＞現時点に お ける地域 の 特色を検討 し、児

　童 も記 録 活 動 を行 う。

（3）学校 の 年 間教育活動 に っ い て 、記 録 内容

　を検討 、 記録す る 。

（4）記録 し た データ に っ い て 、利用面 か ら検

　索 しやすい よ う項 目 （大 ・中 ・小 ） を設 定

　す る。

（5）多面 的 ・総 合 的 な面 か ら児童 が 記録 した

　データ に っ い て 検討 し、各項 目 ご とに選 択

　
・分類作業 を行 う。

（6） 関係 者以外 の 地域住民や 学校職員な ど か

　 ら意 見 ・感想 を集 め 、内容 ・利用等 の 充 実

　を図 る た め の 参 考にす る 。

（7）必 要 に応 じ検討委員会 を開催 し、シ ス テ

　ム 構成、選 択デー
タ等 に っ い て加除 ・修正

　を行 う。

（8）デ ジ タ ル ・ア ーカ イ ブ 「三 枝デ ジ タ ル 博

　物館 」 を作成 、 DVD に 収 め 、 広 く利 用 で

　きる よ うに 整備す る。

（9） 「三 枝デ ジタ ル 博物館」 の 利用 に つ い て

　ア ン ケ
ー

トを実施 し、評価 を行 う。

3 ．地 域住民 の 参 加

　取材 は、主 に 地域 に住む 児童 の 手 に よ る 方

法で 行 うが 、颪像遺産 と し て 残す の は どの よ

うな も の が よ い か
、 どの よ うな形 で 記録 す る

とよい の か な ど、地域に 住ん で い る か らこ そ

十 分に把握 して い る人 で なけ れ ば分か らな い

情報が 実 に多 く存在す る。対象 を広 くすれば

す るほ ど、地 域に 関す る知識 が必 要 とな る 。

また、伝統的な行事 に つ い て も歴史的な背景

を見極 めた 上 で 、 収 録 す る必 要 が あ る 。 こ の

よ うな こ と を考え る と、地 域を熟知 し た 人の

協力が極 め て 大切 となる。

　そ こ で 地 域住民 に つ い て は 、次 の 方 々 に依

頼 し た。

　校区社 教主 事 　　ホ タ ル 保 存会 会 長

　 PTA 各役員　　校 区連合町 内会長

　校区社教委員長 　校 区町 内会長

　そ し て 、上 記の 方 々 に 、次の 点に つ い て 指

導助言 を得 る こ とに した 。

・地 域 の 自然や 有形 ・無形 文化財 、 特色な ど

収録対象 に 関わる 内容の 検討 ・吟味
・神 社仏閣等の 歴 史 的施設 や個人所有物等

の 選 択や 許 可 取得 に つ い て 指導 、 助 言
・記録方 法に つ い て の 指導、助言
・活用方法に っ い て の 指導、助言

4 ．デ ジ タル ア ーカイブ の 構成 に つ い て

　 「三 枝デジ タ ル 博物館 」 作成 の た め 、現 時

点 で 、収録 する 対象 に つ い て 検討 を重ね 、大

項 目、中項 目、内容 とい う分類 を考え た。

　大 項 目と し て は 、学校 関係、歴史、学校周

辺 、 自然 、文化 、PTA 活動 、学校外活 動 、

そ の 他 の 8 分類。 さらに 大項 目を分類 して 、

中項 目を設 定 e 中項 目に含 まれ る内容 を考慮

しデ ジ タル ・ア
ー

カ イ ブ と して の構成 を考 え

た。 （資料参照）

　今後、 こ の 分 類 に つ い て も地 域住民 の 方 々

の 意見 を取 り入れて 、さらに 充実する よ う検

討 し て い く必 要 が ある と考 えて い る 。

大 項 日 中項 目

学 校 風 景

四 季 の 行事

建 築 物 　 季 節 を感 じ る 風 景

学校行事　学習

歴史 遺跡　建築物

学 校 の 周 辺 農業　酪農　道路　橋

神 社　寺院 　 工 場 　店 舗

公 的施 設

自然 地 形　動物　植物

文 化 芸能

PTA 活 動 各種 活 動

学 校 外 活 動 士曜教 室 　少 年 ス ポー
ツ

そ の 他

そ の 他

5 ．記録の 方法 に っ い て

　地域 に 関す る様 々 な対象 の 記録 は 、主 に児

童 が行 う、 し か し、学校 の 教育活動や地域の

伝統的な行事 を記 録す る こ とは 、児童 では難

しい 場合 も多い
。 こ の よ うな揚合 は 、学校職

員に 頼 らざる を得ない 。児童が 取材活動 をす

る 中で 「ふ る さ と」 意識 を 高揚す る と い う 目

的 か らは や や 外 れ る が 、こ の 点や む を得 な い

と こ ろで ある と考 えて い る。 した が っ て、取

材者 は 、多 くが児童 の 手 で 、
一

部が学校職員

時に は 地域 の 人 の 手 で と い うこ ととなる。

　
一方、記録方法 に っ い て は 、単に デ ジ タ ル
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カ メ ラ で 撮影す るだけ で な く、資料 を取 り巻

く環 境状況 や 記録 状況 も合 わ せ て 記録す る こ

と に し た。対象物 をど の 方向か ら撮影 し た の

か 、 こ の 点 に っ い て 正 確 な記 録 を 取 っ て お く

こ とに よ っ て 、よ り正 確 な画像 となる。こ の

こ とは 、後 日 、 ア
ー

カイ ブ化 され た 画像 を利

用 す る場合、対象を 同
．・

方 向か ら眺め る こ と

が で き、比 較す る こ とが 可 能 とな る。ま た 、

付 随 す るデー
タ を併せ て 記録 する こ と に よ っ

て 、一層活 用 が 広 が る と考え て い る 。

6 ．予 想 され る成果

（1）児 童 に と っ て

　 ・収集 し た画 像 の 作 品 化 に よ る満足 感

　 ・　 「校区 の け し き 」 と して 残 る達成感

　 ・　 「ふ る さ と意識」 の 高揚

　 ・ 情報選択能力の 開発

　 ・ 付 随 した資料 （周 りの 状況や 、期 日、

　　　天 候等） の 必 要性 の 認 識

　・ 現在 の 生 活 を 大切 にす る気持 の 保持

（2＞教師に と っ て

　 ・郷 土 に 関す る学習資料 σ）教材化

　 ・ 学校 の 教育活 動 の 理 解 と資料 の 活 用

　
・ 付随 し た 資料 （周 りの 状況 や 、 期 日 、

　　　天候等 ） の 必 要性 の 認 識

　 ・保存資料の 活用 に よ る地域理 解

（3） 地域住 民 に と っ て

　
・学校 と の 結び つ き の

一
層 の 強 化

　 ・多 面的な 地域 の 特色の 見直 し

　 ・地域の 良 さを再認 識する機会

（4）情報教育 の 面 か ら

　・ 後 世 へ の 貴重 な地域財産 の 伝達

　 ・ デ ジタ ル 画像 の 処理 へ の 興味、関 心

　 ・「三 枝デ ジ タ ル 博物館 」 の 構 築内容 や

　　作成 手 法 の 普及化

7 ．記録デー
タに っ い て

（1 ） 児童 に よる記録デー
タ

　　本研究の ね らい の
一

つ が児童 に よ る取 材

撮影で ある。単 に カ メ ラを渡す だ け で は な

　く カ メ ラ の 使 い 方 か ら ス ター ト し た。

　　当初は カ メ ラ を落 とす 、遊び 半分、被 写

体が きち ん と撮れ て い な い 、な ど問題 が あ っ

たが 、カ メ ラ の 使 用法 を次第 に 理 解す る よ う

に な り効率 よ く記 録を残す こ とが で き る よ う

に な り つ つ あ る 。

「風 」土 記 の 立 蓼 翌セ ン ター
」　（児量撮 影）

・学習カ リキ ュ ラ ム に 本研 究を ど の よ うに

位置づ け るか が難題 で ある。

今 回 は た ま た

ま 、社 会 科 の

学 習 の 一 貫 と

し て 「風 土 記

の 丘学 習セ ン

タ ー
」 で の 学

習 を計画 で き、

取 材 で き た。

総 合的 な 学習

の 時 間 も短縮

され る 中で 、　 　 「住居跡 」　｛sも董撮 影）

本研 究に お け る児童 の 関わ りに つ い て 見

直 さな けれ ばな らない
。

（2 ）地域 の 人 々 に よ る記 録 デー
タ

　 校 区 の 古墳群 や 、野菜栽培、酪農 、さら

には 祭礼 等 の 伝 統行 事に 関わ るデー
タ収集

に つ い て は 地 域住民 の 豊富な知識 が必 要 と

され る。

　　「い っ 」 「な に を 」 「ど の よ うに 」 な ど

の 要素は 重要で あ り、機 を逃す と 1 年 待 た

なけれ ばな らな い こ ともあ り、地 域の 方 々

に収録 の 協力 を お願 い し て い る 。児童 の 手

で は難 し い と思 われ る情報 の 収 集 の 蓄積 が

重 要 で あ る と受 け止 め て い る 。
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上 切 池 直祭札 よ
i
） （PTA 才裂頁撮 畢三）

下 切 地 直 祭礼 よ’
｝ （PTA19．員撮 馨三）

　単 に 、
ス ナ ッ プ を撮影す る の で は な く、文

化的 な行事 と し て の 祭礼 を意識 し て 、獅子 舞 、

稚児行列 な ど地 区 の 祭礼 を手 分け して 、撮影

し て い た だい た 。

8 ．成果 と課題

《成　果＞＞

（1 ） 「デ ジ タル 博 物館 」 の 記録 項 目 の 決

　　　定 （21 年度 ・22 年度分 ）

（2 ） デ ジタ ル 画像の 収集 と 記録

　 ・児童 、職員、PTA 役 員 に よ り、行事、

　　項 目に つ い て 画 像の 記録 が で きた 。特

　　に学校行事関係 は ほ ぼ 撮影 が で きた。

（3 ）項 目内容 に つ い て の 記録様式 の 作成

　　画像 資料は フ ォ ル ダ化 し て 、
一

般 的 に

　　使用 され て い る OS （Windows ） の ピ

　　ク チ ャ
ーフ ォ ル ダ に リ ン クす る よ うに

　　作成 し、関連項 目の デジ タル 画像 が検

　　索で き る よ うに した 。

（4 ）児 童 に よ る取材 活 動

・デジ タル カ メ ラによ る撮影 を意欲 的 に

　 行 っ た 。

・取材 内容の 焦点化 が大切 で あ る 。 学習

　 目的 を明確 に し、そ の ため に何 が必 要

　 で あ る か を理 解 させ る必 要 が あ る 。 こ

　 れ に よ っ て 、撮影画 像が 焦点化 され て

　 きた 。

　《課 　題 》

（1 ）記 録資料に つ い て は、そ の 様 式 を今 後

　　 も検討 す る必要 が ある。

（2 ） ど の パ ソ コ ン で も閲覧で き る 。 今後加

　　 除修 正 が 簡 単 に で き る 事 を 考 え 、
一

　　 般 に普及 して い る Excel・OS の フ ォ

　　 ル ダ を利 用 して み たが 、よ り よ い ソ

　　 フ トを検討する必 要 もあ る。

　　 専用 の ソ フ トを 開発 す るこ とは 、現

　　 在の と こ ろ難 し い 。

9 ．お わ りに

　地 域を児 童 の 目線で 眺め、そ の 地域 に 広 が

る人の 営み に 基 づ く文化や特徴 を確 か めな が

ら、記録 とし て 収 め る活 動は 、と りもな お さ

ず三枝 に住む 人 々 の 心 に 「ふ る さ と 」 を焼 き

付 ける こ と に なる と考 える。

　作成途 中の 「三枝 デジタ ル 博 物館」 は 、学

校で の 地 域学習教材 と して も、有用 と考 えら

れ る。地域 の 自然や産業、建築物 な ど に っ い

て それ ぞれ の 特色 が収 録 され る た め 、児童 が

地 域に つ い て 学習す る際 に、活 用 し易 く構 成

す る こ とも大切 な要素で あ る の で 、今後考 慮

した い こ とで ある。

　校 区 に は、現在 、飛 騨地 域で は 最大 級の 病

院が建 設 中 で あ り、国道 バ イ パ ス と し て の ト

ン ネル 工 事や付随す る道路工 事 も行 われ て い

る 。 さ らには 中部 縦貫道 の 延長 工 事 も計画 さ

れ、自然環境 も大 い に 変化す る こ とが予想 さ

れ る。そ こ で 、現 時点で の 工 事 の 様子 や風 景

の 変化 を記録 し て お くこ と は 極 め て 大切 な こ

と と考 え る 。

　 地域 の 人の 知恵 を借 り、児童 が取材を行 う

と い う地 域に根 ざした活 動 の 中 で、デジ タ ル

ア
ー

カ イ ブ 「三 枝デ ジ タ ル 博物館」 作成 の 試

行 が価値 ある も の と なる よ う、今後 さらに検

討 を重 ね た い
。
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